
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 度  戸 ケ 崎 小 だ よ り ７ 月 号 
【学校教育目標】 

かしこい子 ・やさしい子 ・たくましい子 

【目指す学校像】 

学びと笑顔、元気あふれる学校 

 

児童数（７月 1日時点） 

１年３５人 ２年３６人 ３年４０人  

４年３４人 ５年４２人 ６年４２人 

合計２２９人 

６月５・６・７日 香取神社祭礼 

体を鍛える 脳を育てる                  

                  三郷市立戸ケ崎小学校長 西村 美紀 

学力向上というと、計算や漢字練習、家庭学習の習慣、読書などを思 

い浮かべる方が多いかもしれません。もちろん、これらは大切です。しか 

し、それだけで、こどもたちの学力が伸びるわけではありません。 

これまでの研究で、豊かな実体 

 

その鍵となるのが、脳の「前頭葉」です。前頭葉は、考える力、集中力、記憶力、感情をコント

ロールする力などを担う、学びの司令塔です。では、なぜ体を動かすことが前頭葉を育てるの

でしょうか。例えば、スポーツや外遊びでは、「周りを見て判断する」「体を思い通りに動かす」

「次の動きを考える」といった働きを何度も繰り返します。料理や工作、お手伝いでも、「順番

を考える」「手先を細かく動かす」「失敗したら工夫する」など、考えることと体を動かすことを

同時に行います。こうした経験が、前頭葉を活発に働かせ、思考力や集中力、粘り強さといっ

た学びの土台を育てていきます。 

また、自然の中で遊ぶことや、読んだ本の内容を家族に話すことも、前頭葉を鍛えるよい機

会です。一方で、睡眠不足やスマートフォン・動画の見過ぎは、前頭葉の働きを弱め、集中力

や思考力を低下させる原因になります。 

夏休みは、脳を育てる絶好の機会です。遊びも学びも「考えながら」「体を使って」取り組む

ことで、たくさんの経験が二学期以降の学びを支える大きな力になります。ご家庭でもぜひ、

「体を使って考える体験」に挑戦していただければと思います。 

６月２５日 わくわく集会 

今年も、香取神社の祭礼が行われ、400年以上の伝統がある、獅子
舞が披露されました。この獅子舞には戸ケ崎小の児童も参加し見事な
舞を見せてくれました。とても誇らしいですね。 

「笑顔いっぱい、わくわく集会、仲良く協力、楽しもう」のスローガ

ンのもと、異学年の仲間と交流しながら活動しました。相手を思いやる

声かけや工夫する姿が多く見られ、自分の力が誰かの役に立つ喜びを

感じる時間となりました。 


